
船舶インシデント調査報告書 

令和８年５月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

インシデント種類 運航不能（機関故障） 

発生日時 令和５年１２月２２日 ０９時４０分頃 

発生場所 三重県鳥羽市坂手
さ か て

島東方沖 

 鳥羽港東防波堤灯台から真方位１００°１.１海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３４°２９.３′ 東経１３６°５２.１′） 

インシデントの概要  旅客船龍
りゅう

宮城
ぐうじょう

は、主機の試運転中、主機の運転ができなくなり、

運航不能となった。 

インシデント調査の経過 令和５年１２月２６日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

旅客船 龍宮城、１９９トン 

 １３４４５３、志摩マリンレジャー株式会社（Ａ社） 

ディーゼル機関、船内機、６６９kＷ、４サイクル、回転数毎分 

２,２３０、１２気筒、ボア１２８mm、使用燃料軽油、平成８年１

月機関製造、平成８年９月１３日進水 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船（左舷側）（Ａ社提供） 

 乗組員等に関する情報 船長、五級（航海） 

機関長、五級（機関） 

 負傷者 なし 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西、風力 ４、視界 良好 

海象：波向 西、波高 約０.５ｍ 

 インシデントの経過等 (1) 本インシデントの発生までの経過 

本船は、令和５年１０月上旬、主機の潤滑油に燃料（軽油）の

混入及び排気ガスの白煙が認められたことから、点検のために運

航が取りやめとなった。 

主機は、代理店技術員（以下「整備業者」という。）によって、

燃料噴射ポンプ及び燃料噴射弁の整備、潤滑油の新替え、潤滑油

エレメントの交換等が行われ、試運転を行ったものの燃焼状態に



改善が見られなかった。再度点検が行われたところ、６番シリン

ダー燃料噴射弁のノズルチップが破損していることが判明し、同

チップの交換が行われた。 

本船の保守点検簿には、前記の潤滑油を新替えしたことが記載

されていたが、機関内部及び潤滑油配管系統にある関連のタンク

及び配管の掃除や洗浄に関する記事はなかった。 

本船は、１２月２１日に主機等の整備が終了した後に係留状態

での試運転を行って異状が認められなかった。そして、２２日船

長及び機関長ほか２人が乗り組み、坂手島周辺海域において主機

の海上試運転を行った。 

機関長は、本船が係留桟橋を離桟した後、主機の点検を行って

運転状態に異状がなかったので、ふだんの運航状態である機関回

転数毎分（rpm）１,８００、１０～１１ノットの対地速力に増速

するよう操舵室にいた船長に伝えた。 

本船は、更に主機回転数を２,２３０rpm まで増速したところ、

潤滑油圧力低下警報が点灯して１,８００rpm まで自動減速し、機

関長がアイドリング回転数６００rpm まで減速させた。その約１０

分後、突然主機から大きな異音が発生して機関回転数が下がり主

機が停止した。 

機関長は、主機を見ると６番及び１２番シリンダーのクランク

ケースから連接棒が突き出ているのを認め、船長に主機が故障し

て運航不能であることを報告した。 

船長は、Ａ社に本インシデントの発生を報告し、Ａ社は本イン

シデントの発生を海上保安庁に通報した。本船は、Ａ社が手配し

たタグボートによって鳥羽市鳥羽港にえい
．．

航された。 

(2) 主機の構造に関する情報 

主機の構造は、１本のクランク軸を挟んでＶ字になるよう左右

列にそれぞれ６個のシリンダーが並んでいた。シリンダーは、右

列の船首から船尾に向かって、順に１番～６番シリンダーと、左

列の船首から船尾に向かって、順に７番～１２番シリンダーとそ

れぞれ呼称されていた。（図１参照） 

 

 

 

 

 

図１ 主機シリンダー配置略図 

 

(3) 主機の損傷に関する情報 

船首側 船尾側 

右列過給機 

左列過給機 



主機は、本インシデント後の整備業者による点検の結果、ピス

トンに焼付き及び破損、シリンダライナーに割損、連接棒に破

損、クランクピンボルトに曲損、連接棒クランクピンメタルの焼

付き及び変形、６番及び１２番シリンダーのクランク室蓋に破損

等が生じているのが認められた。（写真２～５参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備業者は、主機の１２番シリンダーのピストンに焼付きが認

められたので、この箇所が潤滑不足となってシリンダライナーと

固着してから同シリンダー全体に破損等が広がり、潤滑油及び冷

却清水が外部に漏れ出して主機が停止したと推測した。 

なお、潤滑油の性状に関する情報等はなく、主機の潤滑が阻害

された状況を明らかにすることはできなかった。 

(4) ディーゼル機関の燃焼の噴霧に関する情報 

ディーゼル機関は、燃料噴射弁のノズルチップから高圧の燃料

油を霧状にしてシリンダー内へ吹き込み、空気と混合して燃焼さ

せる（燃料の噴霧）。前記(1)のようなノズルチップに破損がある

場合、燃料油が霧状にならずに液状のまま燃焼室に送られ、未燃

焼の燃料油が潤滑油配管系統に残ることとなる。 

分析 (1) 本船は、本インシデント前の航行中、主機の６番シリンダーの

燃料噴射弁のノズルチップが破損していたことから、燃料油が噴

霧不良となって未燃の油がクランクケースに流れて潤滑油に混入

し、排気ガスが白煙となる燃焼不良の状態となっていたものと考

えられる。 

 

 

写真４ １２番シリンダーのシリンダライナー、 

連接棒等の損傷状況 

写真５ １２番シリンダーのピストン

等の損傷状況 

船尾側 船首側 

写真２ ○６番シリンダーの破損箇所 写真３ ○１２番シリンダーの破損箇所 



(2) 主機は、機関長が潤滑油を新替えしたものの、海上試運転中に

潤滑油圧力が警報値まで低下したことから、燃料油が潤滑油配管

系統に残り、潤滑油の粘度が下がって油膜を形成しにくくなり、

潤滑性能が低下する状態となっていた可能性があるが、潤滑油の

性状に関する客観的な情報を得ることができなかった。 
(3) 主機は、潤滑性能の低下した潤滑油を使用したまま、海上試運

転を行った際、１２番シリンダーのピストンリングがシリンダラ

イナーとの間で焼き付いて固着し、ピストンの破損、連接棒の破

損等が発生したものと考えられる。 

(4) (1)～(3)から、本船は、主機の運転ができなくなり、運航不能

となった可能性があると考えられる。 

原因 本インシデントは、主機の試運転を行う目的で本船が航行中、主機

１２番シリンダーで潤滑不良となったため、ピストンリング及びシリ

ンダライナーが焼き付いて固着及び破損し、連接棒が破損等したこと

により発生した可能性があると考えられる。 

再発防止策 船舶所有者は、今後のインシデント防止対策として、主機の製造年

数を踏まえ、定期検査に加え、第１種中間検査の際、全ピストン及び

シリンダライナーの抜き出し点検整備を行うこととした。 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・機関長及び機関部乗組員は、日頃から機関の排気ガスの状態を確

認して燃焼状態の良否を判断し、燃焼不良となる要因を確認して

適切な措置を講じること。 

 ・機関長及び機関部乗組員は、ディーゼル機関の潤滑油に燃料油が

混入した場合、油膜の形成や潤滑性能が低下することから、潤滑

油を全て交換するとともに、関連タンク及び潤滑油配管系統にあ

る機器及び配管の内部も掃除及び洗浄を行うこと。 

 


